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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月25日(2009.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタルサイネージコンテンツを評価する正しい実験の計画に必要な情報を識別し、
　ユーザーに質問を提示し、前記質問が、前記必要な情報を提供する応答を引き出し、
　前記質問に対する応答をユーザーから受け取り、
　ユーザーの応答から前記必要な情報を抽出し、及び
　ユーザーの応答から抽出された前記必要な情報に基づいて、前記正しい実験を計画する
ことを含む、コンピュータにより実施される方法。
【請求項２】
　前記正しい実験の計画が、ユーザーの応答から抽出された情報に基づく前記デジタルサ
イネージコンテンツのためのスケジュールの決定を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記スケジュールの決定が、ユーザーの応答から抽出された情報に基づく前記デジタル
サイネージコンテンツのための１以上のプレイリストを決定することを含む、請求項２に
記載の方法。
【請求項４】
　前記スケジュールの決定が、ユーザーの応答から抽出された情報に基づく前記デジタル
サイネージコンテンツのための１以上の会場の決定を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　正しい実験の計画に必要な情報を識別し、
　ユーザーに質問を提示し、前記質問が、前記必要な情報を提供する応答を引き出し、
　前記質問に対する応答をユーザーから受け取り、
　ユーザーの応答から前記必要な情報を抽出し、及び
　ユーザーの応答から抽出された前記必要な情報に基づいて、前記正しい実験を計画する
ことを含む、コンピュータにより実施される方法。
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【請求項６】
　前記必要な情報が、前記正しい実験に対する交絡変数もしくは確率変数のどちらか１つ
又は前記交絡変数及び前記確率変数の両方に関連する情報を含む、請求項５に記載の方法
。
【請求項７】
　前記正しい実験を実施することをさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザーに質問を提示し、前記質問に対するユーザーの応答を受け取るように構成され
たユーザーインターフェース、及び
　前記ユーザーインターフェースと連結され、並びに、正しい実験を遂行するために必要
な情報を識別するように、必要な情報をもたらす応答をユーザーから引き出す質問を生成
するように構成されると共に、ユーザーの応答から前記必要な情報を抽出するように構成
され、かつ、前記必要な情報を用いて前記正しい実験を計画するように構成された実験計
画プロセッサを含むシステム。
【請求項９】
　前記正しい実験の性能を制御するよう構成された実験制御プロセッサをさらに含む、請
求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記正しい実験によって生成された実験データを分析するよう構成された分析ユニット
をさらに含む、請求項８に記載のシステム。


	header
	written-amendment

